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1.1 acid test「試金石」「厳格な試験・検査」 
このイディオムの起源はカリフォルニアで起き
たゴールドラッシュに遡る（Stanley J. 2011）。こ




















































































ニティの構築に向けて～（答申）」（中教審第 184 号）平成 28




















1.3 keep an（one’s）ear to the ground
「情報や動きに注意する、動向を見守る」 










































couldn’t even hit an elephant from this distance.”
「こんな距離からは、象を撃っても当たりはしない」
と言った瞬間に、敵の狙撃手に射殺された。彼のこ
























イトでもあった。つまり cut to the chase とは本来
「最も躍動感と迫力に満ちた馬車でのチェイスの
シーンまで、つまらない場面を飛ばす」という意味






2.2 Seven year itch「浮気心」「倦怠期」 




















Heller が 1961 年に発表した Catch-22 という同
















での catch は罠・落とし穴という意味である。 
 






His betrayer had given them a signal, saying, 
“Whomever I kiss, He is the One; seize Him and 









に the kiss of death「命とり」になったわけである。 
直接の起源は聖書にあるが、このイディオムが広







2.5 blond bombshell 






















1.3 keep an（one’s）ear to the ground
「情報や動きに注意する、動向を見守る」 










































couldn’t even hit an elephant from this distance.”
「こんな距離からは、象を撃っても当たりはしない」
と言った瞬間に、敵の狙撃手に射殺された。彼のこ







































3.1 All systems (are) go「全て準備完了」 
アメリカ航空宇宙局 (NASA) 由来のイディオム














読み」や lift off/liftoff「発射(する)」なども NASA
由来の表現である。 
 









結びついている。一般的にこの表現は You don’t 
have to be a rocket scientist to ･･･または It 
doesn’t have to take a rocket scientist to ･･･「～
をするのにロケット科学者である必要はない＝～
をするのに頭がいい必要はない」という否定形で使
われる。（例）You don’t have to be a rocket 






4.1 down to the wire「最後の一瞬まで、期限
や締め切りが近づいて」 

















（諦めない）」というニュアンスを含む (do one’s 
best right down to the wire) 。また「仕事や試合
等が終わりに近づく」等の意味にも使われる。通常
come, get, go を前に伴う。 
 
4.2 jump the gun「早まった行動をする・フラ
イングをする・勇足をふむ」 
陸上競技に由来するイディオム、20 世紀初頭か
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読み」や lift off/liftoff「発射(する)」なども NASA
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結びついている。一般的にこの表現は You don’t 
have to be a rocket scientist to ･･･または It 
doesn’t have to take a rocket scientist to ･･･「～
をするのにロケット科学者である必要はない＝～
をするのに頭がいい必要はない」という否定形で使
われる。（例）You don’t have to be a rocket 






4.1 down to the wire「最後の一瞬まで、期限
や締め切りが近づいて」 

















（諦めない）」というニュアンスを含む (do one’s 
best right down to the wire) 。また「仕事や試合
等が終わりに近づく」等の意味にも使われる。通常
come, get, go を前に伴う。 
 
4.2 jump the gun「早まった行動をする・フラ
イングをする・勇足をふむ」 
陸上競技に由来するイディオム、20 世紀初頭か
ら使われ始めた。Stanley J. (2011). このイディオ
ムでの gun は陸上競技でのスタートの合図として
使われているピストルのことである。短距離走では
スタートが勝敗を分けるほど重要なので、ピストル
の合図の前に飛び出す者が出る。このイディオムで
の jump は「途中を飛ばして進む」という意味であ
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